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足
立
区
買
い
物
袋
持
参
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

い
ら
な
い
レ
ジ
袋
は

も
う
、
も
ら
わ
な
い

「今度こそ持つ。て行こうと思うけど、いつも忘れ
てしまう」。「レジ袋はいりませんと言うタイミン
グが難しくて…」そんなあなたを勇気づけるステッ
カーが、3 月 から区内商店にお目見えしました。つ
いつい便利なレジ袋に頼ってしまいがちですが、ご
みを減らして環境を守るため、この機会にご自分の
ライフスタイルを見直してみませんか?

が
ん
ば
る
「
足
立
区
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
商
店
街
実
行

委
員
会
」

足
立
区
買
い
物
袋
持
参
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
支
え
る
の
が
、
「
足
立

区
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
商

店
街
実
行
委
員
会
」
の
1
3人
。
足
立

区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、
あ
だ

ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
、
区
職
員
の
構

成
で
発
足
し
、
。買
い
物
袋
持
参
推

進
″
を
進
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

「
個
人
商
店
で
は
、
店
主
の
方
か

ら
「
レ
ジ
袋
は
必
要
で
す
か
?
」
と

は
言
え
な
い
。
お
客
様
に
「
サ
ー
ビ

ス
悪
い
わ
ね
」
と
言
わ
れ
る
の
が
一

番
こ
わ
い
か
ら
」
と
は
、
実
行
委
員

長
の
植
田
清
さ
ん
。
し
か
し
、「
自

分
た
ち
が
や
ら
な
き
ゃ
は
じ
ま
ら
な

い
」
と
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
後
、
委
員
会
で
は
第
2

、
第
3

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
予
定

で
す
。

□
足
立
区
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
商
店
街
実
行
委
員
会
委
員
(
敬

称
略
)

委
員
長
・
:植
田
清

副
委

員
長
・
:柿
沼
貫
太
郎
・
田
村
芙
佐
子

委
員
…
石
川
隆
一
・
渡
辺
源
勝
・
田

中
顕
―
宮
崎
文
男
'
昼
間
貞
夫
・
富

田
達
夫
・
後
野
栄
・
甕
千
世
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
職
員
2
人

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
商
店
を
募

集
し
て
い
ま
す

買
い
物
袋
持
参
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
区
内
小
売

店
を
対
象
に
、
店
頭
で
は
っ
て
い
た

だ
く
ス
テ
ッ
カ
ー
(
ポ
ス
タ
ー
)
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
足
立
区

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
未
加
入
の

小
売
店
で
、
ス
テ
ッ
カ
ー
(
ポ
ス
タ

ー
)
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い

お
店
が
対
象
と
な
り
ま
す

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

買い

物

袋

を

持

っ

て

地元の商店街へ

こ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
た
ら
勇
気
を

出
し
て
!

3
月
1
0
日
(
日
)
区
内
6
商
店
街
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

区民有志の方が「マイバッグ宣言」

を読み上げ た後、 買い物 袋を持参

した皆さんへ区内共通商品 券のプ

レゼントがあ り、大変に ぎわい ま

した。

▲ 千住旭町商店街

好評です

マイバッグ

作り講座

あだち再生館

「
再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
」
で
お
な
じ
み

の
「
あ
だ
ち
再
生
館
」
で
静
か
な
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
マ
イ
バ

ッ
グ
作
り
講
座
」
で
す
。
使
わ
な
く

な
っ
た
傘
の
生
地
を
再
活
用
し
て
作

っ
た
バ
ッ
グ
は
、
色
鮮
や
か
で
水
に

も
強
く
、
小
さ
く
折
り
た
た
ん
で
(

ン
ド
バ
ッ
グ
に
も
忍
ば
せ
ら
れ
る
と

好
評
で
す
。

あ
な
た
も
講
座
に
参
加
し
て
、自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
「
あ
だ
ち
再
生
館
」
の
事
業
・
講

座
の
案
内
は
、
情
報
紙
「
あ
だ
ち
再

生
館
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。区
民
事

務
所
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
の
窓
口
で

配
付
し
て
い
ま
す
。問
先
U
あ
だ
ち

再
生
館
　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

え
っ
、
こ
ん
な
に
!
!

使用量
足立区28万世帯1年間

約1, 000トン
( 約1億8, 200万枚)

収集・処理費用
足立区1 年間

約8, 000万円

みなさんの声

「マ イバ ッグ と私 」

昨
年
の
「
あ
だ
ち
広
報
」
で
、
マ

イ
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
と
、

レ
ジ
袋
を
余
計
に
く
れ
る
店
員
さ
ん

が
い
ま
す
。
結
局
使
わ
ず
に
持
ち
か

え
っ
て
し
ま
い
後
ろ
め
た

い
気
分
に
な
り
ま
す
。
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
こ

う
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
人
が
あ
ま
り
い
な

い
の
で
恥
ず
か
し
く
て
…

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
と
う
と
決
心

し
ま
し
た
。(
1
8歳
女
性
)

●
お
店
に
よ
っ
て
は
ポ
イ

ン
ト
制
度
も
あ
り
、
主
婦

と
し
て
は
集
め
が
い
が
あ

る
と
い
う
も
の
。
困
る
の

は
夫
と
一
緒
の
買
い
物
の
時
。
ど
う

や
ら
「
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
ポ
ー
ン
ト
を
ケ
ッ
ト
し
て
い

る
私
か
ケ
チ
く
さ
く
み
え
る
ら
し
い

ん
で
す
。
専
業
主
婦
の
私
は
出
来
る

こ
と
を
し
た
い
の
に
、
夫
と
理
解
し

合
え
な
く
て
残
念
。(
3
5歳
女
性
)

●
買
い
物
に
は
で
き
る
だ
け
、
丈
夫

な
手
提
げ
紙
袋
を
持
っ
て
行
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
商
店
側
も
袋
代
と

し
て
、
五
円
で
も
拾
円
で
も
値
引
す

れ
ば
よ
い
結
果
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
?
(
7
8
歳
男
性
)

●
近
所
の
店
で
豆
腐
を
買
っ
た
と
き
、

水
が
出
て
し
ま
い
、
バ
ッ

グ
に
一
緒
に
入
っ
て
い
た

お
菓
子
が
ぬ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
な
の

で
、
レ
ジ
袋
は
少
量
の
ご

み
を
入
れ
る
の
に
も
便
利

で
す
。
レ
ジ
袋
も
買
い
物

に
よ
っ
て
は
必
要
で
す
。

(
6
8歳
女
性
)

●
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
書
類

バ
ッ
グ
な
ど
の
す
べ
て
の

バ
ッ
グ
に
以
前
ス
ー
パ
ー

で
も
ら
っ
た
袋
を
入
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
く
て

済
み
ま
す
。

レ
ジ
袋
は
小
さ
く
た
た
ん
で
お
け

ぱ
か
さ
ぱ
ら
な
い
か
ら
便
利
で
す
。

こ
の
手
間
に
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
。

(
5
0歳
女
性
)

実行しよう5つの R

リ ジ ェ ク ト

Rej ect ( ごみを拒否)
リ デ ュ ー ス

Reduce( ごみを減らす)
リペアー
Repai r ( 修理して使う)
リユ ース

Reuse( 使いまわす)
リサイクル

Recycl e( 再生利用する)

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
(
再
生
)
率

は
年
々
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
出
口

対
策
よ
り
も
入
り
口
か
ら
減
ら
す
の

が
や
は
り
一
番
で
す
。
レ
ジ
袋
も
雨

の
日
な
ど
に
は
重
宝
し
ま
す
が
、
家

に
帰
れ
ば
そ
の
ま
ま
ご
み
箱
行
き
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
は
。

レ
ジ
袋
の
使
用
量
が
減
れ
ば
、
商
品

の
代
金
も
安
く
な
る
卩

足立区で　買おう　食べよう　頼もう裏面もご覧ください。
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カラスによるごみの散乱を防ぎましょう
最近、ガラスによるごみの散乱被害が目立っています。
被害防止は、エサとなる生ごみを食べさせないことです。
区民の皆さんのご協力により防止策を実行して、ガラスによるごみの散乱を
防ぎましょう。
1 カラスの実態と被害
東京23 区内にはおおよそ29, 000 羽のガラスが生息していると推測さ れています。巣は、

大きな樹木や鉄塔など人から離れたところに作ります4 力弓ス=が増えた原因は、都会では
エザとなる栄養価の高い生ごみが豊富にあることによると考えられています。

カラスによる区内のごみ集積所の被害状況

( 13 年12月調査)

防鳥ネット設置状況

( 13年12月現在)

2 カラス被害を防止するごみの出し方

( 1) 出来るだけ「ふた付きの容器」で出してください。(
収集後、容器は引き取ってください。)

( 2) 区の推奨袋などで出す場合は、よく水切りをして、

臭いが出ないよう袋の口をきちんとしばって出して
ください。また、肉や魚などの生ごみは、袋の中に
おしこんで隠してください。

( 3) 防鳥ネットがある場合は、ごみ袋全体を
ネットでかぶせてください。収集後は、通
行のじやまにならないようにしてください。

( 4) ごみ出しは、前日のうちに出さず、収集日
の朝8 時までに出してください。

3 清掃事務所では……

( 1) 防鳥ネットを無料でお貸しし ます。

お気軽に管轄の清掃事務所にお問い合わせください。

( 2) 集積所の巡回点検をしています。 また、ガラスの繁殖期には、早朝の排出指導も行います。

4 区民の皆さんにお願い

ごみの減量やガラス対策として、つぎのような対策もあります。ぜひ、ご協力願います。

( 1) 調理の工夫などで食材のむだをなくし、食べ残しを少なくしましよう。

( 2) コンポスト化容器や生ごみ処理機の利用は、生ごみの減量に役立ちます。

区の購入補魴金がありますので、必ず購入前に、リサイクル推進課(　3880―5860) にお問い合わせくだ

さい。

( 3) ガラスの巣の材料となる「針金ハンガー」をガラスに持ち去られないようにしてください。

( 問合せ先)
足立東清掃事務所(千住地域及び国道4 号線東側)　電話3889- 0711　( 所在地)足立区中央本町1- 12- 24

足立西清掃事務所(足立東以外の地区)　 電話3853- 2141　( 所在地)足立区東伊興1- 6- 12
清掃課　 電話3880- 5813　( 所在地)足立区中央本町1- 17- 1( 区役所内)

古紙配合率75% 再生紙を使用しています 登録番号　13- 787


